
が 

色へ 

ため。 

→ ため。 

→ 最初の気体は、                         だから。 

純粋な水は、電気を 

         ので 

 

      を溶かす。 

酸化銀 

ガラス管 

炭酸水素ナトリウム 

試験管 A 

試験管 B 

試験管 C 

ピンチコック 

ゴム管 

火のついた線香が 

物質の成り立ち① 

１ (２年 化学) 

熱分解 

銀 酸素 

色の固体 色の固体 黒 白 

ない る 炎をあげて燃える 

熱分解 

炭酸ナトリウム 二酸化炭素 水 

にくい やすい 

弱い 

アルカリ性 

強い 

アルカリ性 

白くにごる 

塩化コバルト紙 

青 赤 

生じた液体が、加熱部に流れ込むのを防ぐ 

ガラス管 

水が逆流して試験管A 内に入るのを防ぐ 

捨てる 

もともと装置内に入っていた気体 

電気分解 

水素 酸素 

流しにくい 

水酸化 

ナトリウム 

音をたてて燃える 

陰 陽 

炎をあげて燃える 

 

◎いろいろな化学変化(化学反応)  

 ① 酸化銀の 

    

                    酸化銀   →          ＋    

 

                                             火のついた線香が 

                  電流は       電流は 

                  流れ        流れ               

 

 

 

 ② 炭酸水素ナトリウムの 

 

 炭酸水素ナトリウム →            ＋              ＋ 

 

 水に溶け         水に溶け                                     

                           石灰水が 

 水溶液は         水溶液は                          から     

 

 

             ３つの注意点 

             ① 試験管の口をやや下げる。 

               →                                 

 

             ② 加熱をやめる前に        を水から出す。 

                

         

             ③ １本目(最初の気体)は        。 

 

 

 

 ③ 水の 

 

               水      →             ＋ 

 

                         マッチを近づけると         

 

 

                             極に発生          極に発生 


